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集めたごみと記念撮影▲

参加者による清掃の様子▲ミニミニ難波宮講座の様子▲

ミ
ニ
ミ
ニ
難
波
宮
講
座

１
．再
建
の
工
程

　
都
を
つ
く
る
工
程
は
、

①
宮
地
の
視
察
②
役
職
の
任
命
③
神

社
へ
の
奉
幣
（
神
に
供
え
物
を
捧
げ
祈

願
す
る
こ
と
）④
造
営
に
伴
う
補
償

⑤
地
鎮
祭
・
造
営
開
始
〜
工
事
期
間

を
経
て
〜
⑥
遷
都
・
遷
居
⑦
賜
物
の

支
給
⑧
役
職
の
免
除

と
い
う
工
程
で
す
す
み
、
難
波
宮
の
再

建
も
こ
の
工
程
に
則
っ
て
実
施
さ
れ
た
。

文
献
に
も
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

　
7
2
5
年
10
月
　
聖
武
天
皇
、
難
波

宮
に
行
幸
【
①
宮
地
の
視
察
】

　
7
2
6
年
７
月
　
石
成
、
葛
木
、
住

吉
、
賀
茂
な
ど
の
神
社
に
お
い
て
奉
幣
を

奉
る
。【
③
神
社
へ
の
奉
幣
】

　
7
2
6
年
10
月
　
式
部
卿
従
三
位
の

藤
原
宇
合
を
も
っ
て
知
造
難
波
宮
事
と
為
す
。

【
②
役
職
の
任
命
】

　
7
3
2
年
３
月
　
知
造
難
波
宮
事
従
三
位

藤
原
朝
臣
宇
合
ら
以
下
の
仕
丁
以
上
に
物
を

賜
い
各
々
差
あ
り
。【
⑦
賜
物
の
支
給
】

　
7
3
2
年
9
月
　
正
五
位
石
川
朝
臣
枚
夫

を
造
難
波
宮
長
官
と
為
す
。【
⑧
役
職
の
免

除
・
交
代
】

　
7
3
4
年
３
月
　
陪
従
の
百
官
と
衛
士
以

上
、
並
び
に
造
難
波
宮
司
、
国
郡
司
、
楽
人

ら
に
禄
を
賜
う
。
差
あ
り
。
難
波
宮
に
供
奉

す
る
東
西
２
郡
の
今
年
の
田
租
・
調
、
自
余

の
10
郡
の
調
を
免
ず
。【
⑦
賜
物
の
支
給
】

7
3
4
年
９
月
　
難
波
宮
の
宅
地
を
班
給
す
。

三
位
以
上
は
１
町
以
下
、
五
位
以
上
は
半
町

以
下
、六
位
以
下
は
１
町
の
４
分
の
１
以
下
。

【
宅
地
の
供
給
】

２
．工
期

後
期
は
5
年
5
カ
月
を
要
し
た
。
国
家
の

中
枢
機
能
に
空
白
は
作
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

遷
都
の
造
営
期
間
は
短
い
。
平
安
京
で
も
1

年
9
カ
月
で
あ
る
。
移
築
で
き
る
も
の
は
、

そ
の
ま
ま
持
っ
て
い
く
こ
と
で
短
縮
で
き
る
。

後
期
難
波
宮
の
場
合

①
平
城
京
が
あ
る
の
で
、急
ぐ
必
要
は
な
い
。

②
副
都
の
性
格
が
大
き
か
っ
た
。
移
築
で
き

　
る
も
の
が
な
く
、
す
べ
て
新
規
で
つ
く
ら

　
な
い
と
い
け
な
い
。

③
前
期
難
波
宮
の
火
災
の
後
片
付
け
も
含
ま
れ
た
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
工
期
が
長
く
な
っ
た
。

大
林
組
が
1
9
8
9
年
に
内
裏
・
大
極
殿
・

朝
堂
院
・
朱
雀
門
と
い
う
中
心
区
域
の
工
事

費
を
試
算
し
た
。
古
代
工
法
で
作
業
人
員
は

の
べ
5
9
0
7
0
0
人
、
1
日
平
均

1
4
0
0
〜
1
5
0
0
人
。
工
事
費
は
約

1
4
8
9
億
。
30
年
前
な
の
で
、
物
価
上
昇

を
加
味
す
る
と
約
1
7
2
2
億
円
に
な
る
。

現
在
の
工
法
で
も
1
2
9
5
億
円
掛
か
る
。

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
約
6
5
0
億
円
な
の
で
、

2
つ
分
で
再
建
で
き
る
。

３
．再
建
の
順
番

再
建
の
順
番
は
①
内
裏
東
方
建
物
群⇒

②
内
裏
＋
五
間
門
区
画⇒

大
極
殿
＋
朝
堂
院

⇒

東
部
区
画
と
考
え
ら
れ
る
。

一
斉
に
建
て
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

大
き
な
造
り
替
え
が
あ
る
。
特
に
東
部
区
画

（
ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
が
あ
る
と
こ
ろ
）

は
新
旧
の
施
設
が
重
な
っ
て
い
る
。
前
期
難

波
宮
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
焼
失

し
た
前
期
難
波
宮
が
何
ら
か
の
形
で
保
全
さ

れ
、
そ
れ
を
基
に
全
体
が
設
計
さ
れ
た
。

大
極
殿
が
内
裏
と
分
か
れ
て
朝
堂
院
と
一
体

化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
長
岡
京
・
平
安
京

な
ど
以
降
の
宮
殿
に
引
き
継
が
れ
た
。
次
回

は
、「
皇
都
と
な
っ
た
難
波
宮
（
7
4
4
年
）

と
そ
の
前
後
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

法
円
坂
・
森
ノ
宮
・
大
阪
城
界
隈
の
施
設
・

店
舗
で「
ナ
ニ
ワ
ノ
ミ
ヤ
　
パ
レ
ス
　
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
略
称
　
Ｎ
Ｐ
Ｐ
）」

を
結
び
、
難
波
宮
の
顕
彰
と
地
域
の
活
性

化
、
各
施
設
・
店
舗
の
振
興
の
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
冬
も
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
・

ご
友
人
の
み
な
さ
ん
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

講
師

南
　
秀
雄
先
生
（
一
般
財
団
法
人
　
大
阪
市

文
化
財
協
会
　
事
務
局
長
）

今
回
の
ミ
ニ
ミ
ニ
難
波
宮
講
座
は
「
聖

武
天
皇
の
難
波
宮
再
建
」
を
テ
ー
マ
に
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

浪漫あふれる法円坂・森ノ宮・大阪城
近辺の施設・お店で素敵な一日を！
浪漫あふれる法円坂・森ノ宮・大阪城
近辺の施設・お店で素敵な一日を！

大
阪
歴
史
博
物
館
特
別
展

「
猿
描
き
狙
仙
三
兄
弟－

鶏
の
若
冲
、
カ
エ
ル
の
奉
時
も
」

猿
猴（
え
ん
こ
う)

図

　森
狙
仙
筆

中
井
竹
山
賛

　天
明
7
年（
1
7
8
7
）賛

大
阪
歴
史
博
物
館
蔵

は、冬

後期難波宮平面図▲

　
講
座
終
了
後
、
難
波
宮
史
跡
公
園
と
周
辺
道
路
の
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。
史
跡
公
園
は
「
四
天
王
寺
ワ
ッ
ソ
」
の
終
了
後
で

あ
り
、
野
草
は
刈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
様
々
な
ゴ
ミ
が
あ
り
、

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
は
、
散
ら
ば
っ
て
ゴ
ミ
を

と
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
は
３
月
19
日
（
木
）
15
時
30
分

か
ら
ら
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

を
実
施
し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
大
坂
で
名
高
い
絵

師
の
ひ
と
り
に
、森
狙
仙（
そ
せ
ん
）

（
1
7
4
7
?
〜
1
8
2
1
）が
い

ま
す
。
彼
は「
猿
描
き
狙
仙
」と
も

い
わ
れ
、「
も
ふ
も
ふ
感
」あ
ふ
れ

る
リ
ア
ル
な
動
物
画
を
得
意
と
し

ま
し
た
。
狙
仙
に
は
二
人
の
兄
、陽

信（
よ
う
し
ん
）（
1
7
3
6
?
〜

1
8
0
8
?
）と
周
峰（
し
ゅ
う
ほ

う
）（
1
7
3
8
〜
1
8
2
3
）が

お
り
、
狩
野
派
の
描
法
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
見
る
者
に
笑

み
を
も
た
ら
す
愉
快
な
作
品
も
残
し
て
い
ま
す
。

　
狙
仙
と
同
時
代
に
は
、
鶏
の
伊
藤
若
冲
、
虎
の
岸
駒
、
蛙
の
松

本
奉
時
、
戯
画
の
耳
鳥
斎
な
ど
一
芸
に
秀
で
た
画
家
が
現
れ
ま

し
た
。
本
展
で
は
、
彼
ら
の
お
家
芸
も
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
狙
仙
三
兄
弟
を
取
り
上
げ
た
展
覧
会
は
開
催
さ
れ

た
こ
と
が
な
く
、
本

展
覧
会
が
史
上
初
の

企
画
と
な
り
ま
す
。

海
外
で
も
高
く
評
価

さ
れ
る
狙
仙
の
作

品
、
そ
し
て
大
坂
や

京
都
の
動
物
絵
画
を

数
多
く
ご
覧
い
た
だ

け
る
好
機
で
す
。

会

　期
令
和
2
年
2
月
26
日（
水
）か
ら
4
月
5
日（
日
）

火
曜
日
休
館

開
館
時
間  

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時（
会
期
中
の
金

曜
日
は
午
後
8
時
ま
で
）

※
入
館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

会

　場  

大
阪
歴
史
博
物
館
6
階
特
別
展
示
室

観
覧
料  

〔
特
別
展
の
み
〕大
人
1
0
0
0（
9
0
0
）円
、

            

高
大
生
8
0
0（
7
2
0
）円

            

※（
）内
は
20
名
以
上
の
団
体
割
引
料
金

寒い

06-6356-1110

冬のごちそう博覧会
～太閤園の人気メニューが勢ぞろい！～

2020 1/26（日）～ 2/24（月･休）
※期間中の土･日･祝日開催受付18:00　食事18:30 ～ 20:30

【場所】迎賓館バンケットルーム
【食事】和洋ビュッフェ　◆フリードリンク 1,500円

【料金】大人6,600円 小学生2,800円 幼児（3歳以上）1,800円
（いずれもお一人様料金・席料・料理・サービス料・消費税含む） ※写真はイメージ

開業60周年を記念した豪華ビュッフェを開催！
いままでお客様からご好評をいただいていたメニューたちが勢ぞろい。
太閤園でしか味わえないごちそうで、皆さまをおもてなしいたします。

※フリードリンクはグループの皆さま全員分のオーダーが必要となります。

第41回 日時／3月19日（木）15時30分～
参加費／無料 軍手、ごみ袋は用意します。
内　容／環状線森ノ宮から難波宮跡公園に
至る中央大通り（法円坂ストリート）と難波
宮遺跡公園のゴミ拾い、清掃。
集　合／アネックスパル法円坂
申込み／氏名、所属、参加者数を
　　　　事務局まで。

　法円坂界隈に立地する会館、ホール、飲食
店などが、大阪の歴史の出発点・難波宮の顕
彰と緑豊かな大阪城の活性化、法円坂地域
の振興を目的に「ナニワノミヤ・パレス・
パートナーシップ」を結び提携し活動を
行っています。

3月19日（木）
15時30分から　
法円坂ストリート・
クリーンアップ作戦

©
大
阪
市
教
育
委
員
会

　

　製
作
：（
株
）大
林
組

予約制　太閤園予約係　9:00～19:00



ゆとりいっぱい楽しいイベントEVENT S c h e d u l e

2020 20202020

1 wed

2 thu

3 fri

4 sat

5 sun

6 mon

7 tue

8 wed

9 thu

10 fri

11 sat

12 sun
13 mon
14 tue
15 wed
16 thu
17 fri

18 sat

19 sun
20 mon
21 tue
22 wed
23 thu
24 fri

25 sat

26 sun
27 mon
28 tue
29 wed
30 thu
31 fri

1 sat

2 sun

3 mon

4 tue

5 wed

6 thu

7 fri

8 sat

9 sun

10 mon
11 tue
12 wed
13 thu
14 fri

15 sat

16 sun
17 mon
18 tue
19 wed
20 thu
21 fri

22 sat

23 sun
24 mon
25 tue
26 wed
27 thu
28 fri

29 sat

1 sun

2 mon

3 tue

4 wed

5 thu

6 fri

7 sat

8 sun

9 mon

10 tue
11 wed
12 thu
13 fri

14 sat

15 sun
16 mon
17 tue
18 wed
19 thu
20 fri

21 sat

22 sun
23 mon
24 tue
25 wed
26 thu
27 fri

28 sat

29 sun
30 mon
31 tue

日本酒講
習会

１/25（土
）

黄桜　伏
水蔵

特集展示

「押絵「西国
三十三所観

音霊験記」と
生人形」

１/８（水）
～３/２（月

）

大阪歴史博
物館

もりのみや
キューズモ

ールBASE

巨大トランポ
リン 12/29（日）

～1/5（日）

※1/1（水
）は休館

BANG！B
ANG！BA

RGAIN 

12/27（金
）～1/13（月

・祝）

クリアランス
 BANG！BA

NG！BARGA
IN

1/13（月・祝
）～1/31（金

）まで

市民ギャ
ラリー

「迎春扇
子絵・書法

名作展」

～１/31（
金）

大阪市教
育会館

第62回大阪
市立小学校

児童作品展
・

第60回大阪
市立中学校

生徒作品展

２/15（土
）～17（月

）

大阪市教
育会館

特別展

「猿描き
狙仙三兄

弟

－鶏の若
冲、カエル

の奉時も
」

２/26（水
）～４/５（

日）

大阪歴史
博物館

特集展示

「発掘成
果から考

える

近世都市
「おおさ

か」の食文
化」

３/４（水
）～ ５/1

1（月）

大阪歴史
博物館

もりのみや
キューズモ

ールBASE

巨大トランポ
リン 12/29（日）

～1/5（日）

※1/1（水・
祝）は休館

会　期 令和2年1月8日（水）～ 3月2日（月） ※火曜日休館、ただし2月11日（火）開館、12日（水）休館
開館時間 午前9時30分～午後5時 ※入館は閉館の30分前まで
会　場 大阪歴史博物館 8階 特集展示室（常設展示場内）
観覧料 常設展示観覧料でご覧になれます。大人 600円（540円）、高校生・大学生400円（360円）
             ※（ ）内は20名以上の団体割引料金

大阪歴史博物館　特集展示「押絵「西国三十三所観音霊験記」と生人形」「第62回大阪市立小学校児童作品展・
第60回大阪市立中学校生徒作品展」

熊本出身の生人形（いきにんぎょう）師、松本喜三郎の代表作「西国三十三所観音霊験
記」は明治時代に東京の浅草、大阪の千日前などで見世物興行され、まるで生きているよ
うな人形が登場する各観音霊場の説話の場面展示で、大いに人気を博しました。押絵「西
国三十三所観音霊験記」は、その生人形の意匠をもとに、明治42年（1909）～大正2年

（1913）にかけて制作されました。
　本展では、益城町教育委員会所蔵の押絵「西国三十三所観音霊験記」を一堂に公開する
とともに押絵の下絵、当館所蔵の生人形「池之坊」などの関係資料を合わせて展示します。 押絵 西国三十三所観音霊験記 十一番

上醍醐寺 益城町教育委員会蔵

英語教育のためのフォニックス
指導法ワークショップ

講　師　秦　清子
　　　　（大阪ユネスコ協会プロジェクトアドバイザー）
日　時　１月26日（日）10:00～12:00
定　員　20人
場　所　大阪市教育会館（アネックス パル法円坂）
受講料　3,000円（資料代含む）

地下鉄谷町線・中央線「谷町4丁目」駅10番出口より
地下鉄長堀鶴見緑地線・中央線「森ノ宮」駅2番出口より
JR環状線「森ノ宮」駅より 各駅より徒歩約10分

最寄り駅のご案内

〒540-0006 大阪市中央区法円坂
 　1-1-35（アネックス パル法円坂）

アネックス 
パル法円坂
での会議・
ご宴会は

ブルーの文
化・厚生事
業、習いご
と広場のお
申し込みは

大阪市民教育研究所
事務局　大阪市教育会館　2階
法円坂教育青年文庫2階　教育研究団体支援室R階
TEL 06-6948-5418 FAX  06 -6948-5419
E-mail:kenkyusho@zaidan.or.jp

事務局　大阪市教育会館1階
TEL 06-6941-0951 FAX  06-6941-7474
E-mail:kaikan@zaidan.or.jp

TEL 06-6943-5021 FAX  06-6945-4833
E-mail:annex@zaidan.or.jp

一般財団法人大阪市教員会館

大阪市教育会館
アネックス  パル法円坂

な
に
わ
の
み
や
ホ
テ
ル

「習いごと広場」 の教室

期間
2月15日（土）～ 17日（月）までの3日間
会場
大阪市教育会館（アネックス パル法円坂）
7階なにわのみやホール
後援
大阪市教育委員会
大阪市小学校教育研究会
　（図画工作部・国語部書写委員会）
大阪市中学校教育研究会（美術部・国語部）
協賛
株式会社サクラクレパス（要請中）
寺西化学工業株式会社（要請中）


